


み
な
さ
ん
、「
島
棚
田
」
と
聞
い
て
何
を
想
像
し
ま
す
か
？　

今
号
は
、

今
年
７
月
の
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
佐
渡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
の
成

功
を
祝
し
て
「
離
島
の
棚
田
」
を
特
集
し
ま
す
。
海
を
隔
て
た
島
の

棚
田
。
ど
こ
か
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
せ
ん
か
！

棚
田

　

日
本
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
島
国
…
。
で

も
、
普
段
都
会
に
暮
ら
し
て
い
る
私
た
ち

は
、
そ
の
こ
と
を
ど
の
く
ら
い
意
識
し
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
の
文
化
は
常
に
こ
の
島
空
間
と
密

接
に
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
傾
斜
の
急
な

山
、
海
流
の
交
わ
る
海
、
そ
の
間
に
あ
る

棚
田
。
こ
れ
ら
を
結
ぶ
こ
と
で
、
豊
か
な

文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

生
活
が
欧
米
化
し
て
い
く
中
で
、
あ
た
か

も
広
大
な
大
陸
に
住
ん
で
い
る
か
の
よ
う

な
錯
覚
に
陥
り
ま
す
。

　

佐
渡
・
岩
首
棚
田
の
大
石
さ
ん
は
言
い

ま
す
。
島
に
は
日
本
の
原
型
が
残
っ
て
い

る
と
。
今
、「
島
棚
田
」
を
見
る
こ
と
で
、

大
切
な
も
の
を
思
い
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

島
棚
田
を
見
れ
ば
、昔
の

日
本
が
見
え
て
く
る
！

佐さ
ど
が
し
ま

渡
島

新
潟
県
佐
渡
市

佐
渡
に
棚
田
？ 

佐
渡
島
に
田
ん
ぼ
が
あ
る
の
？

新
潟
県
佐
渡
市
岩
首
　
大
石 

惣
一
郎
（
自
称
：
棚
田
お
じ
さ
ん
）

　

佐
渡
島
は
日
本
で
一
番
大
き
な
離
島
だ
と
い
う
事
は
ご
存
じ
で
す
か
。

現
在
は
６
万
人
強
の
人
口
で
す
が
、
江
戸
時
代
、
佐
渡
金
山
の
全
盛
時
に

は
相
川
地
域
だ
け
で
10
万
人
を
超
す
人
が
住
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の

膨
大
に
膨
ら
ん
だ
人
口
の
、
生
き
る
糧
を
確
保
す
る
た
め
に
佐
渡
の
棚
田

は
拡
大
を
し
た
よ
う
で
す
。

　

佐
渡
島
は
大
ま
か
に
、
大
佐
渡
、
国
仲
、
小
佐
渡
の
３
地
域
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
私
の
住
む
岩
首
集
落
は
、
小
佐
渡
地
域
、
前
浜
海
岸
と
呼
ば
れ

る
海
岸
線
の
中
央
に
あ
る
、
戸
数
60
戸
弱
の
小
さ
な
棚
田
集
落
で
す
。
棚

田
は
農
地
・
食
料
基
地
と
し
て
は
、
全
く
適
さ
な
い
耕
地
。
経
済
至
上
主

義
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
ら
、
消
え
ゆ
く
耕
地
で
し
ょ
う
。
佐
渡
に
生
き
た

多
く
の
先
人
達
が
、
ど
ん
な
思
い
で
棚
田
を
開
墾
し
た
か
は
知
る
術
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
急
勾
配
の
棚
田
を
麓
か
ら
眺
め
た
時
、
何
故
こ
の
地
に
こ

ん
な
耕
地
を
作
っ
た
の
、
と
彼
ら
の
偉
業
を
時
々
腹
立
た
し
く
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

佐
渡
の
棚
田
の
多
く
は
集
落
か
ら
は
望
む
事
が
出
来
ず
、
急
峻
な
山
に

へ
ば
り
つ
い
て
い
て
、
農
道
を
登
っ
て
行
く
と
突
然
現
れ
ま
す
。
早
朝
作

業
の
た
め
に
山
に
登
る
と
、
眼
下
に
広
が
る
佐
渡
海
峡
か
ら
登
る
朝
日
。

夜
遅
く
ま
で
農
作
業
を
し
て
帰
る
時
に
見
え
る
対
岸
の
ネ
オ
ン
や
漁
火
。

そ
し
て
月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
、
等
高
線
状
に
広
が
る
棚
田
。
農
地
と

し
て
の
価
値
以
上
に
、
日
本
人
の
心
の
故
郷
と
し
て
、
歴
史
遺
産
と
し
て
、

守
る
べ
き
価
値
を
深
く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

　

辺
地
の
共
通
課
題
、
過
疎
高
齢
化
の
中
、
佐
渡
の
棚
田
は
風
前
の
灯
で

す
。
平
場
と
違
い
、
棚
田
は
一
年
耕
作
放
棄
す
る
と
、
復
田
す
る
事
が
と

て
も
困
難
に
な
り
ま
す
。
海
と
朝
日
と
漁
火
を
望
む
棚
田
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
棚
田
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
関

わ
っ
て
い
た
だ
く
事
が
不
可
欠
で
す
。

　

潮
風
に
稲
穂
が
揺
れ
る
「
岩
首
棚
田
」
に
、皆
さ
ん
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

そ
し
て
棚
田
の
価
値
・
意
義
に
つ
い
て
、
沢
山
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
…
棚
田
は
貴
方
の
心
の
故
郷
で
す
！

※�

今
回
寄
稿
い
た
だ
い
た
大
石
さ
ん
は
、
8
ペ
ー
ジ
の
『
棚
田
番
長
』
コ
ー
ナ
ー
に
も

登
場
し
て
い
ま
す
。

特
集

特
別
寄
稿

島
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海を背に岩ノ塔を馬蹄型に囲む的山大島の棚田



周す

お

う防
大お

お

島し
ま

山
口
県
大
島
郡
周
防
大
島
町

　

九
州
の
北
西
端
、
平
戸
島
や
生
月
島
と
な
ら
ぶ
西
海

の
離
島
、
的
山
大
島
は
、
島
面
積
15
・
5
平
方
㌔
に

1
5
0
㌶
の
水
田
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
が
棚
田
で
あ

り
、
九
州
き
っ
て
の
島
棚
田
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
特

に
海
に
面
し
て
、
岩
ノ
塔
が
あ
る
瀬
ノ
上
地
区
の
棚
田

は
離
島
な
ら
で
は
の
絶
景
と
言
え
ま
す
。（
詳
し
く
は
、

『
棚
田
に
吹
く
風
』
2
0
0
9
年
4
月
号
を
参
照
）

　

瀬
戸
内
東
部
の
島
棚
田
と
い
え
る
の
が
、
民
俗
学
者

宮
本
常
一
の
出
身
地
、
周
防
大
島
で
す
。
旧
久
賀
町
の

棚
田
跡
は
、
か
つ
て
は
海
か
ら
山
ま
で
が
棚
田
だ
っ
た

と
言
っ
た
宮
本
常
一
の
言
葉
が
想
像
で
き
そ
う
な
立
派

な
石
積
み
。
現
在
は
耕
作
放
棄
率
が
高
く
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
み
か
ん
畑
に
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
写
真
は
、
周

防
大
島
町
（
旧
大
島
町
）
三み
が
ま蒲

地
区
、
今
も
耕
作
が
続

く
文
殊
堂
の
下
の
棚
田
で
す
。

新
潟
市
の
西
に
浮
か
ぶ
日
本
最
大
の
離
島
。
対
馬
暖
流
の
影
響
で
冬
暖
か
く
、
夏
は
涼
し
い
気
候

で
、
雪
も
ほ
と
ん
ど
積
も
り
ま
せ
ん
。
か
つ
て
の
流
刑
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
独
自
の
文
化
が
発

達
し
、
能
楽
、
鬼
太
鼓
、
文
弥
人
形
な
ど
の
多
彩
な
民
族
芸
能
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
日
本
最

後
の
野
生
ト
キ
の
生
息
地
と
な
っ
た
小
佐
渡
東
部
地
域
で
の
ト
キ
の
人
工
繁
殖
、
野
生
復
帰
へ
の

取
り
組
み
を
き
っ
か
け
に
、
環
境
保
護
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
潟
港
か
ら
高
速

船
か
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
の
が
一
般
的
。

長
崎
県
の
平
戸
島
の
北
10
㌖
に
位
置
す
る
島
。

古
く
か
ら
海
上
交
通
の
要
所
と
し
て
知
ら
れ
、

遣
唐
使
が
寄
港
し
た
り
、
倭
寇
の
中
継
地
と

な
っ
た
歴
史
を
思
わ
せ
る
“
海
賊
ヶ
浦
”
と
い
う
地
名
も
残
っ

て
い
ま
す
。
複
雑
な
地
形
の
海
岸
線
は
各
所
で
断
崖
と
な
っ
て
お

り
、島
の
北
東
部
に
あ
る
大
賀
断
崖
は
絶
景
。「
的
山（
あ
づ
ち
）」は
、

流
鏑
馬
で
盛
土
に
矢
を
立
て
年
始
の
祈
を
し
た
こ
と
に
由
来
す
る

そ
う
。
平
戸
島
平
戸
港
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
渡
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

周
防
大
島
は
山
口
県
東
南
部
に
位
置
す
る
島

で
、
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
で
は
淡
路
島
、
小

豆
島
に
次
ぐ
面
積
を
有
し
、
大
島
大
橋
に
よ
り

本
土
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
島
の
正
式
名
称
は「
屋
代
島
」で
す
が
、

一
般
的
に
は
周
辺
の
小
島
を
含
め
て
周
防
大
島
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。
山
陽
自
動
車
道
「
玖
珂
I
・
C
」
か
ら
大
島

大
橋
ま
で
車
で
約
30
分
ほ
ど
。
電
車
で
は
、
J
R
山
陽
本
線
「
大

畠
駅
」
か
ら
島
内
各
所
へ
の
バ
ス
が
出
て
い
ま
す
。

島

情

報

島

情

報
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、
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、
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の
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け
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農
地
・
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、
全
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な
い
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上
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、
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と
、
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事
が
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も
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に
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に
は
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。
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。
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寄
稿
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た
だ
い
た
大
石
さ
ん
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ペ
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の
『
棚
田
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長
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コ
ー
ナ
ー
に
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す
。

島

情

報

的あ

づ

ち山
大お

お

島し
ま

長
崎
県
平
戸
市
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右／ 7月の佐渡
ツアーでの1枚。
海を大きく見お
ろす棚田は壮観
下／標高300㍍
の山間から海沿
いの集落まで棚
田が連なる。



　

島
棚
田
と
し
て
一
番
有
名
な
の

が
、
百
選
の
棚
田
「
中
山
千
枚
田
」

を
有
す
る
瀬
戸
内
海
の
小
豆
島
で

し
ょ
う
。
中
山
千
枚
田
は
小
豆
島
の

ほ
ぼ
中
央
、
殿
川
中
流
域
に
あ
り
、

大
小
7
0
0
枚
あ
ま
り
の
棚
田
が
約

９
㌶
に
わ
た
っ
て
広
が
り
ま
す
。
全

島
で
1
5
0
㌶
以
上
の
棚
田
が
あ

り
、
瀬
戸
内
の
風
光
明
媚
な
島
の
情

緒
を
演
出
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
お
隣
の
小
島
、
豊
島
（
香
川

県
土
庄
町
）
の
唐か

ら
と櫃

地
区
で
は
、
昨

年
棚
田
保
存
会
が
発
足
し
、「
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
」
を
機
に
再
生
事
業

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

小
豆
島
は
、
香
川
県
の
北
東

部
・
瀬
戸
内
海
の
中
ほ
ど
に

位
置
す
る
、
備
讃
瀬
戸
地
域

を
代
表
す
る
観
光
の
島
。
小

豆
島
町
・
土
庄
町
の
2
町
か

ら
な
り
、
オ
リ
ー
ブ
や
醤
油

の
生
産
が
盛
ん
で
す
。

小
豆
島
の
西
3
・
7
k
m
の

海
上
に
あ
る
豊
島
は
、
豊
島

石
の
採
掘
・
加
工
業
が
盛
ん

で
、
壇
山
（
3
4
0
m
）
か

ら
は
四
国
や
中
国
地
方
の

山
々
が
望
め
ま
す
。
豊
島
へ

は
、
岡
山
、
高
松
、
小
豆
島

の
各
方
面
か
ら
出
て
い
る

フ
ェ
リ
ー
で
行
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

小し
ょ
う
ど豆

島し
ま

・
豊て

し

ま島  

香
川
県

ア
ー
ト
と
海
を
巡
る

百
日
間
の
冒
険

　

香
川
県
の
直
島
、
豊
島
、

女
木
島
、
男
木
島
、
小
豆
島
、

大
島
、
高
松
港
周
辺
、
岡
山

県
の
犬
島
を
会
場
に
開
催
さ

れ
て
い
る
、
島
々
の
歴
史
や
文

化
を
生
か
し
た
現
代
ア
ー
ト

の
祭
典
。
美
し
い
景
観
と
自
然

の
中
に
、
日
本
全
国
・
世
界
各

国
か
ら
世
代
・
地
域
・
ジ
ャ
ン

ル
を
超
え
た
人
々
が
集
い
、
地

域
の
人
々
と
交
流
し
協
働
す

る
こ
と
で
、
島
に
暮
ら
す
人
々

の
元
気
を
再
生
し
、
瀬
戸
内

海
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
7
月

19
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
。

瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
2
0
1
0

　

島
歩
き
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
6
〜
7
年
ほ

ど
前
。
日
本
の
島
ガ
イ
ド
『
シ
マ
ダ
ス
』（
財
団
法
人 

日
本
離
島
セ

ン
タ
ー
発
行 

再
版
未
定
）
と
い
う
本
を
手
に
入
れ
て
か
ら
…
。
な

ん
で
も
、
島
旅
好
き
の
バ
イ
ブ
ル
的
な
本
ら
し
い
。
こ
の
本
に

刺
激
を
受
け
、
こ
こ
数
年
で
沖
縄
、
瀬
戸
内
海
、
紀
伊
半
島
、

東
北
、
新
潟
近
辺
の
い
く
つ
か
の
島
に
行
っ
た
。

　

島
歩
き
の
魅
力
と
は
な
ん
だ
ろ
う
？ 

改
ま
っ
て
考
え
た
こ

と
は
な
い
け
れ
ど
、
一
つ
は
、
海
を
隔
て
て
明
確
に
切
り
離
さ

れ
た
異
空
間
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
う
。
港
を

中
心
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
迷
路
の
よ
う
な
露
地
、
そ
こ
は
確
か

に
生
活
の
場
で
は
あ
る
の
だ
け
れ
ど
、
な
ん
だ
か
異
国
に
来
た

よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
な
る
。「
あ
の
角
を
曲
が
っ
た
ら
何

が
あ
る
ん
だ
ろ
う
」「
あ
そ
こ
ま
で
登
っ
て
海
を
眺
め
て
み
よ

う
」「
綺
麗
な
段
々
畑
だ
な
…
」。
限
ら
れ
た
土
地
に
ぎ
ゅ
っ
と

凝
縮
さ
れ
た
人
々
の
知
恵
が
溢
れ
て
い
る
。
長
い
歴
史
の
中
で

自
然
と
闘
い
、
調
和
し
て
き
た
痕
跡
が
見
え
る
。

　

以
前
訪
れ
た
愛
媛
県
伯
方
島
、
バ
ス
を
待
っ
て
い
た
ら
、「
ど

こ
ま
で
行
く
の
？
」
と
地
元
の
お
ば
ち
ゃ
ん
。「
乗
せ
て
行
っ

て
あ
げ
る
」
と
半
ば
強
制
的
に
車
に
乗
せ
ら
れ
、
途
中
「
私
の

大
好
き
な
場
所
を
見
せ
て
あ
げ
る
！
」
と
、
地
図
に
も
載
っ
て

い
な
い
よ
う
な
小
さ
な
池
に
案
内
し
て
く
れ
た
。
車
の
中
で
も

ず
っ
と
島
の
自
慢
を
し
て
い
た
お
ば
ち
ゃ
ん
。
そ
の
土
地
を
愛

す
る
人
の
話
は
楽
し
い
。

　

さ
て
、
今
年
は
瀬
戸
内
の
島
で
国
際
芸
術
祭
が
開
催
さ
れ
る

と
聞
い
た
。「
棚
田
」
と
「
島
」
と
「
ア
ー
ト
」、
こ
の
三
つ
が

融
合
？ 

自
分
に
と
っ
て
こ
ん
な
に
興
奮
す
る
こ
と
は
な
い
！

　

9
月
に
少
し
遅
い
夏
休
み
を
取
っ
て
出
か
け
よ
う
と
思
う
。

島
歩
き
の
楽
し
み

編
集
部
・
久
野  

大
輔

4

豊島の棚田（撮影：中村脩）

小豆島の中山千枚田

塩田千春  『遠い記憶』（撮影：中村脩）

島

情

報
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”耕
し
て
天
に
至
る
“
。
こ
れ
は
畑
地

を
開
墾
し
て
き
た
中
国
の
言
葉
で
あ
る
。

日
本
は
山
か
ら
水
を
引
い
て
高
い
と
こ

ろ
か
ら
田
を
作
る
。
よ
っ
て
”耕
し
て

地
に
至
る
“
こ
れ
が
日
本
の
農
耕
の
発
想

で
あ
る
、
と
過
去
に
読
ん
だ
事
が
あ
る
。

ま
さ
に
こ
の
言
葉
通
り
の
高
地
（
標
高

5
0
0
㍍
）
に
、
日
本
の
棚
田
百
選
「
つ

づ
ら
棚
田
」
が
あ
る
。
石
積
み
で
不
揃

い
の
田
ん
ぼ
が
、
懐
か
し
い
日
本
の
原

風
景
を
創
り
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
「
つ
づ
ら
棚
田
」
の
あ
る
う
き

は
市
は
、
福
岡
県
の
東
南
部
に
位
置
し
、

南
に
久
留
米
市
よ
り
連
な
る
耳み

納の
う

（
連

山
、
北
に
有
明
海
に
注
ぐ
九
州
第
一
の

川
、
筑
後
川
に
抱
か
れ
て
、
自
然
豊
か

な
「
日
本
の
故
郷
」
を
感
じ
る
街
で
す
。

つ
づ
ら
棚
田
の
現
状

　
「
つ
づ
ら
棚
田
」
は
、
う
き
は
市
浮

羽
町
市
街
地
か
ら
約
10
㌔
の
山
中
（
地

名
：
葛つ

づ
ら篭
）
に
ぽ
っ
か
り
と
開
け
て
い

る
。
4
0
0
年
前
か
ら
先
人
た
ち
が
守

り
続
け
て
き
た
石
積
み
の
棚
田
が
約
7

㌶
の
斜
面
に
お
よ
そ
3
0
0
枚
連
な
っ

て
い
る
。
大
き
い
も
の
は
10
㌃
、
小
さ

い
も
の
は
１
坪
程
度
の
も
の
ま
で
あ
り
、

畦
は
曲
が
り
、
水
利
は
沢
水
で
田
越
し
、

農
道
は
狭
く
、
耕
作
条
件
は
不
利
な
田

ん
ぼ
で
あ
る
。
収
穫
量
は
10
㌃
あ
た
り

約
3
0
0
㌔
で
、
平
坦
部
の
4
8
0
㌔

と
比
較
す
る
と
経
営
的
に
は
大
変
厳
し

い
。
昭
和
20
年
代
は
約
50
戸
の
農
林
家

が
存
在
す
る
集
落
で
あ
っ
た
が
、
現
在

５
戸
ま
で
に
激
減
し
、
高
齢
化
の
進
む

ム
ラ
で
あ
る
。

保
全
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
17
年
、
１
軒
の
農
家
よ
り
「
体

調
不
良
と
後
継
者
の
仕
事
の
関
係
か
ら
、

ど
う
し
て
も
棚
田
の
耕
作
が
出
来
な
い
」

と
行
政
へ
窮
状
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
こ

で
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
人
に
参
加
を

し
て
も
ら
い
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、「
地

域
内
の
出
来
る
者
で
耕
作
を
し
よ
う
」

「
市
も
い
く
ら
か
の
助
成
を
出
そ
う
」
と

の
方
針
か
ら
「
つ
づ
ら
棚
田
を
守
る
会
」

が
発
足
し
た
。

あ
ぜ
道
に
真
紅
の
彼
岸
花
が
咲
き
誇
り
、黄
金
色
に
育
っ
た

稲
穂
と
お
り
な
す
景
観

上：秋  彼岸花の咲く頃／下左：棚田オーナーの田植え　H22年度オーナー会員数103組／下中：田植え／
下右：森林セラピーコースになっている　H21年度実績（セラピー参加者）124人

福
岡
市
う
き
は
市
浮
羽
町「
つ
づ
ら
棚
田
を
守
る
会
」
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早
速
、
平
成
18
年
春
よ
り
、
耕
作
面

積
0
・
6
㌶
・
会
員
16
名
で
米
作
り
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
に
よ

る
耕
作
放
棄
者
が
出
て
、
本
年
度
は
1
・

1
㌶
・
会
員
も
増
え
て
40
名
と
な
っ
た
。

会
員
は
、年
齢
（
30
代
～
70
代
）、職
業
（
市

役
所
・
JA
・
会
社
員
・
経
営
者
・
農
業
・

市
会
議
員
等
）
と
も
に
様
々
で
、
見
識

の
高
い
意
見
が
幅
広
く
集
約
で
き
、
順

調
な
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
（
本
当
は

作
業
後
の
飲
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
結
束
を

高
め
て
い
る
）。

　

農
作
業
は
稲
作
り
全
般
に
い
た
り
、

す
べ
て
会
員
の
手
で
行
う
。
４
月
の
桜

便
り
が
聞
か
れ
る
頃
、
田
お
こ
し
と
あ

ぜ
草
刈
り
作
業
が
始
ま
る
。
並
行
し
て

箱
苗
は
、
会
員
の
一
人
が
1
7
0
箱
を

準
備
す
る
。

　

５
月
に
は
い
る
と
、
畔
塗
り
作
業
、
こ

れ
が
大
変
な
重
労
働
で
あ
り
熟
練
の
技
が

い
る
。
鍬
を
使
い
畔
に
沿
っ
て
水
漏
れ
が

し
な
い
よ
う
に
泥
を
塗
り
こ
ん
で
ゆ
く
の

で
あ
る
。
限
ら
れ
た
人
し
か
出
来
な
か
っ

た
た
め
日
数
を
要
し
た
が
、
昨
年
か
ら
機

械
を
導
入
し
た
。
今
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を

操
作
す
る
人
と
、
”て
ご
“
（
助
手
の
事

を
こ
の
地
方
で
は
こ
う
い
う
）
の
二
人
で

１
日
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。

　

５
月
が
も
っ
と
も
忙
し
い
。
棚
田
に
引

く
水
は
沢
水
の
た
め
、
量
が
限
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
も
昔
か
ら
、
高
い
所
の
田
ん
ぼ

か
ら
順
番
に
水
を
引
く
決
ま
り
に
な
っ
て

お
り
、天
候
と
水
量
に
気
を
使
い
な
が
ら
、

水
の
入
っ
た
田
ん
ぼ
か
ら
順
に
代
か
き
と

田
植
え
を
交
互
に
終
え
て
行
く
。
会
員
の

多
く
が
勤
労
者
の
た
め
、
平
日
の
作
業
力

を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
つ
い
還
暦

を
少
し
過
ぎ
た
壮
年
者
に
頑
張
っ
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
（
こ
の
年
代
が
一
番
の
戦

力
で
あ
る
）。

　

田
植
え
の
終
わ
っ
た
直
後
、「
つ
づ
ら

棚
田
」
の
特
徴
的
な
作
業
が
待
っ
て
い

る
。
”樋と
い

作
り
“
で
あ
る
。
沢
か
ら
水
を

引
く
た
め
に
竹
樋
を
使
う
。
樋
は
孟
宗

竹
を
半
割
に
し
て
節
を
抜
く
。
多
分
棚

田
が
生
ま
れ
た
4
0
0
年
前
か
ら
利
用

さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
ゴ
ミ

が
詰
ま
り
に
く
く
、
水
量
の
調
整
が
で

き
、
な
に
よ
り
冷
た
い
沢
水
が
温
ま
る

と
い
う
二
重
三
重
の
利
点
が
あ
る
。

　

６
月
か
ら
稲
刈
り
ま
で
は
、
田
ん
ぼ
の

中
の
草
取
り
、
畦
草
刈
り
の
作
業
を
繰
り

返
す
。
実
り
の
秋
に
は
、
あ
ぜ
道
に
真
紅

の
彼
岸
花
が
咲
き
誇
り
、
黄
金
色
に
育
っ

た
稲
穂
と
お
り
な
す
景
観
は
見
事
で
、
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
「
う
き
は
彼
岸
花

め
ぐ
り
＆
ば
さ
ら
祭
」
は
市
を
挙
げ
て
の

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
期
間
中
の

来
客
数
が
２
万
人
を
超
え
る
こ
の
祭
り
の

最
終
日
に
稲
刈
り
を
す
る
が
、
今
年
は
9

月
23
日
に
決
ま
っ
た
。

今
後
の
課
題

　

地
域
全
体
で
高
齢
化
と
過
疎
化
が
確

■ つづら棚田へのアクセス
【電　　車】	�JR久大本線の「うきは駅」下車、

タクシーで20 〜 30分。
【自家用車】	��大分自動車道の杷木ＩＣ〜国道

386号線を横切ってうきは市街
地へ。そこから、合所ダム、う
きはカントリークラブ方面へ向
かい「四季の舎 ながいわの郷」
へ、ここより歩いて数分。

■ お問い合わせ
【うきは市農林・商工観光課】
〒839-1393
福岡県うきは市吉井町新治316
Tel.0943-75-4975

冬  雪が舞う

実
に
進
行
し
て
お
り
、「
つ
づ
ら
棚
田
」

だ
け
を
守
る
会
で
は
な
く
地
域
（
新
川

地
区
）
全
体
の
棚
田
を
守
る
会
と
し
て
、

昨
年
か
ら
畦
塗
り
の
請
負
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
代
か
き
、
田
植

え
と
さ
ら
に
活
動
の
場
を
ひ
ろ
げ
、
高

齢
化
時
代
に
対
応
し
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
地
区
の
景
観
を
守
り
耕

作
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
は
地
域

外
の
労
働
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
至

と
考
え
て
い
る
。

　

終
わ
り
に
、
先
人
た
ち
が
厳
し
い
労

働
に
耐
え
築
い
て
き
た
貴
重
な
文
化
遺

産
を
守
り
、
育
て
、
よ
り
多
く
の
人
達

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、「
つ
づ
ら

棚
田
を
守
る
会
」
は
こ
れ
か
ら
も
”快
い

汗
“
を
な
が
し
て
い
き
ま
す
。

つ
づ
ら
棚
田
を
守
る
会
　
会
員  

米
川
更
生
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第
21
回
キリギリス

　「
ぎ
ー
、
ち
ょ
ん
。
ぎ
ー
、
ち
ょ
ん
」

と
い
う
虫
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
事
が
あ

り
ま
す
か
？ 

夏
か
ら
晩
秋
に
か
け
て
、

田
ん
ぼ
や
草
地
で
ラ
ブ
コ
ー
ル
を
続
け

る
キ
リ
ギ
リ
ス
の
声
で
す
。「
ア
リ
と

キ
リ
ギ
リ
ス
」
の
寓
話
で
も
有
名
な
虫

で
す
か
ら
、
き
っ
と
聞
い
た
事
が
あ
る

名
前
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
初
め
て
キ
リ
ギ
リ
ス
を
手
に
取
っ
た

時
、
私
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
も
っ
と
小
さ
い
虫
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
が
っ
し
り
と
し
た
体
つ
き
に
、

ト
ゲ
ト
ゲ
の
脚
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
キ
リ
ギ
リ
ス
を
持
ち
替
え
よ
う
と

ち
ょ
っ
と
指
を
動
か
し
た
時
、「
彼
」

は
私
の
人
差
し
指
を
ガ
ブ
ッ
と
ひ
と
咬

み
。
ま
る
で
小
さ
な
ト
ラ
ば
さ
み
に
で

も
挟
ま
れ
た
か
の
よ
う
な
痛
さ
。
な
ん

と
血
ま
で
出
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
、

キ
リ
ギ
リ
ス
に
咬
ま
れ
て
出
血
す
る
と

は
、
一
つ
貴
重
な
（
？
）体
験
を
し
ま

し
た
。
さ
す
が
肉
食
系
の
昆
虫
で
す
。

　
私
が
関
東
地
方
に
住
ん
で
い
た
と
き

は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
虫
で
し
た
が
、

鳥
取
県
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は

ご
く
身
近
な
虫
に
な
り
ま
し
た
。
身
近

に
い
る
は
ず
の
生
き
物
が
次
々
と
姿
を

消
し
て
い
る
今
日
、
キ
リ
ギ
リ
ス
が
身

近
に
い
る
の
は
と
て
も
幸
せ
な
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
秋
、
是
非
田
畑
の
回
り
か
ら
聞

こ
え
る
演
奏
に
耳
を
傾
け
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
。
き
っ
と
虫
た
ち
の
愛

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
響
い
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

（
自
然
観
察
指
導
員
　
桐
原
真
希
）

写真：桐原真希
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菊
川
市
は
静
岡
県
の
西
部
、
2
0
0
5

年
に
菊
川
町
と
小
笠
町
が
合
併
し
て
誕

生
し
た
新
市
。
東
海
道
沿
い
に
名
の
あ

る
都
市
が
並
ぶ
な
か
で
、
島
田
と
掛
川

に
挟
ま
れ
や
や
地
味
な
存
在
で
あ
る
が
、

茶
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
上

倉
沢
は
菊
川
市
の
北
部
、
東
海
道
線
の

金
谷
駅
と
菊
川
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
り
、

牧
ノ
原
台
地
を
刻
ん
で
流
れ
る
菊
川
の

谷
底
平
野
に
あ
る
集
落
で
あ
る
。

　
上
倉
沢
の
千せ

ん
が
ま
ち框
は
、
1
9
9
9
年
に

静
岡
県
の
棚
田
等
十
選
に
選
ば
れ
て
か

ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
棚
田
。
千

框
の
マ
チ
は
畝せ

町ま
ち

直な
お

し
の
マ
チ
に
通
じ
、

本
来
土
地
の
区
画
を
あ
ら
わ
す
言
葉
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
千
框
は
千
枚
田
と
同

義
と
考
え
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
上

倉
沢
千
枚
田
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

9

牧
ノ
原
台
地
に
あ
る
千
框（
千
枚
田
）

静
岡
県
菊
川
市
上
倉
沢

 中
なかしま

島 峰
みねひろ

広（棚田博士）
早稲田大学名誉教授。学術博士。ＮＰＯ
法人棚田ネットワーク代表。棚田学会会
長。 全国棚田 ( 千枚田 ) 連絡協議会理
事、棚田サミット開催地選定委員会委員
長。1933 年宮崎県生まれ。早稲田大
学教育学部地歴科卒。2004 年まで早
稲田大学教育学部教授。著書に『日本
の棚田—保全への取組み』『百選の棚
田を歩く』『続・百選の棚田を歩く』( 以
上、古今書院 )。現在、百選外の棚田に
ついての執筆準備のため全国行脚中。

J
R
金
谷
駅
か
ら
茶
畑
を
抜
け
て

　

2
0
0
9
年
11
月
下
旬
に
上
倉
沢
の
千

框
を
訪
ね
た
。
前
日
、
上
倉
沢
棚
田
保
全

推
進
委
員
会
の
会
長
・
山
本
哲さ

と
しさ

ん
に
在

宅
を
確
認
す
る
た
め
電
話
を
入
れ
る
と
、

「
東
海
道
線
の
金
谷
駅
で
待
っ
て
い
る
の

で
、
そ
こ
か
ら
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
早
朝
、
新
幹
線

の
ひ
か
り
号
で
東
京
を
発
ち
、
静
岡
で
在

来
線
に
乗
り
換
え
、
金
谷
駅
に
9
時
前
に

到
着
し
た
。

　

待
ち
受
け
て
い
た
山
本
さ
ん
は
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
い
ハ
イ
キ
ン
グ
の
出
で
立
ち
。

ま
わ
り
は
Ｊ
Ｒ
が
企
画
す
る
旧
東
海
道
を

歩
く
ハ
イ
カ
ー
で
溢
れ
て
い
た
。
早
速
、

駅
前
を
走
る
国
道
4
7
3
号
を
牧
ノ
原
台

地
へ
と
向
か
う
。
目
の
前
に
立
つ
牧
ノ
原

の
段
丘
崖
は
1
0
0
㍍
以
上
の
高
さ
が
あ

る
。
坂
を
上
り
か
け
た
と
こ
ろ
で
国
道
か

ら
わ
か
れ
右
折
、
旧
東
海
道
金
谷
坂
の
石

畳
道
に
入
る
。
石
畳
は
、
竹
下
政
権
の
と

き
に
ふ
る
さ
と
創
生
1
億
円
の
事
業
で
洪

積
台
地
か
ら
出
て
く
る
玉
石
を
集
め
て
復

元
さ
れ
た
も
の
。
標
高
1
1
0
㍍
か
ら

2
1
0
㍍
の
台
地
上
ま
で
坂
道
を
一
気
に

上
る
た
め
、
息
が
弾
む
。

　

坂
を
上
り
き
る
と
、
凍
霜
害
防
止
の

フ
ァ
ン
が
一
面
に
林
立
す
る
茶
畑
が
広

が
っ
て
い
た
。
道
の
傍
ら
に
「
馬
に
寝
る

残ざ
ん

夢む

月
遠
し
茶
の
烟

け
ぶ
り

」
と
刻
ま
れ
た
芭
蕉

の
歌
碑
が
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
2
基
の

大
き
な
貯
水
タ
ン
ク
が
茶
畑
の
一
角
を
占

め
て
い
た
。（
注
1
）

　

タ
ン
ク
を
右
に
見
な
が
ら
県
道
2
3
4

号
を
辿
り
南
下
、
標
高
2
1
3
㍍
の
最
高

点
か
ら
標
高
70
㍍
の
谷
底
平
野
の
集
落
・
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上
倉
沢
ま
で
ひ
た
す
ら
坂
を
下
る
道
で
あ

る
。
台
地
上
の
茶
畑
は
1
台
4
5
0
万
円

も
す
る
乗
用
の
大
型
茶
摘
み
機
で
収
穫
す

る
た
め
、
そ
の
頂
部
が
フ
ラ
ッ
ト
に
近
い

樹
形
を
し
て
い
る
。
道
は
、
台
地
の
平
担

面
か
ら
菊
川
に
侵
食
さ
れ
た
斜
面
に
入

り
、
茶
畑
の
間
に
数
枚
の
棚
田
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
法
面
は
土ど

坡は

、
高
さ
が

1
㍍
前
後
、
1
枚
の
大
き
さ
が
1
～
2
㌃

ほ
ど
の
棚
田
で
あ
る
。
乗
用
の
茶
摘
み
機

が
入
ら
な
い
急
斜
面
の
茶
畑
は
2
人
で
茶

摘
み
機
を
持
ち
、
歩
き
な
が
ら
片
面
ず
つ

摘
み
取
る
た
め
、
見
慣
れ
た
円
弧
の
樹
形

を
し
て
い
る
。
右
手
に
神
谷
城
の
集
落
が

見
え
る
辺
り
、
左
手
斜
面
一
帯
の
茶
畑
は

1
9
8
0
年
頃
ま
で
棚
田
だ
っ
た
と
の
こ

と
。
地
図
上
で
も
溜
池
の
存
在
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
山
本
さ
ん
は
、
東
京

で
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
た
と
き
、
茶
摘

み
を
手
伝
う
た
め
に
金
曜
日
東
京
発
の
夜

行
列
車
に
乗
り
、
南
ア
ル
プ
ス
に
向
か
う

登
山
客
と
一
緒
に
大
井
川
鉄
道
の
起
点
金

谷
駅
で
下
車
、
早
暁
こ
の
道
を
歩
い
て
帰

宅
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
と
懐
か
し
そ
う

に
話
を
さ
れ
る
。
歩
き
始
め
て
、
溜
池
の

堤
で
休
ん
だ
時
間
な
ど
を
差
し
引
く
と
、

お
よ
そ
40
分
で
上
倉
沢
に
到
着
し
た
こ
と

に
な
る
。

小
さ
な
田
ん
ぼ
が
広
が
る
千
框

　

目
指
す
千
框
の
棚
田
は
集
落
の
東
、
谷

底
平
野
か
ら
牧
ノ
原
台
地
に
か
け
て
の
地じ

辷す
べ

り
で
で
き
た
傾
斜
11
分
の
1
の
斜
面
に

ひ
ら
か
れ
て
い
た
。
地
辷
り
地
で
あ
る
こ

と
は
水
抜
井
戸
の
存
在
で
確
認
で
き
る
。

集
落
を
底
辺
に
し
て
馬
蹄
形
を
し
た
道
で

囲
わ
れ
る
千
框
は
面
積
10
・
1
㌶
、
枚
数

2
7
4
2
枚
、
1
枚
の
広
さ
が
平
均
0
・

4
㌃
と
い
う
狭
さ
。
枚
数
は
、
小
学
生
に

割
箸
を
立
て
て
も
ら
っ
て
計
則
し
た
も
の

で
千
枚
田
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
規
模
で
あ

る
。（
注
2
）

　

し
か
し
、
現
在
耕
作
さ
れ
て
い
る
の
は

面
積
1
・
5
㌶
、
枚
数
は
1
4
0
枚
ほ

ど
。
そ
う
の
ち
の
40
枚
は
7
名
の
地
権
者

が
所
有
し
、
谷
底
平
野
に
近
い
部
分
に
あ

る
。
法
面
の
高
さ
は
1
㍍
前
後
、
1
枚
が

1
・
5
～
2
・
0
㌃
の
広
さ
が
あ
り
、
千

框
で
は
比
較
的
大
き
な
棚
田
で
あ
る
。
残

り
の
1
0
0
枚
は
放
棄
さ
れ
た
棚
田
を
上

倉
沢
棚
田
保
全
推
進
委
員
会
が
復
田
、
管

理
し
て
い
る
も
の
。
そ
の
う
ち
の
14
枚
は

3
年
前
か
ら
都
市
住
民
の
支
援
組
織
棚
田

ク
ラ
ブ
に
農
業
体
験
田
と
し
て
年
会
費

2
0
0
0
円
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る
。
各

棚
田
に
は
個
人
名
の
名
札
が
立
て
ら
れ
、

1
枚
は
ま
こ
と
に
小
さ
い
。
大
き
く
て
も

1
㌃
程
度
、
小
さ
い
も
の
は
0
・
1
㌃
に

も
満
た
な
い
畳
1
～
2
枚
ほ
ど
の
広
さ
、

法
面
の
高
さ
も
30
㌢
あ
る
か
な
い
か
の
小

さ
な
棚
田
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
接
し
て
、

推
進
委
員
会
の
会
計
を
務
め
る
堀
幹
夫
さ

ん
の
放
棄
さ
れ
た
棚
田
が
あ
る
。
堀
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
40
㌃
の
面
積
に
3
0
0
枚
の

棚
田
が
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
1
枚
の
広

さ
は
0
・
13
㌃
ほ
ど
。
し
た
が
っ
て
、
こ

こ
に
は
、
か
つ
て
農
業
体
験
田
の
よ
う
な

小
さ
い
棚
田
が
一
面
に
広
が
り
、
千
框
を

代
表
す
る
よ
う
な
景
観
が
つ
く
り
だ
さ
れ

て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

米
作
り
か
ら
茶
業
へ

　

製
茶
工
場
を
併
設
す
る
山
本
さ
ん
の
家

で
暮
ら
し
の
こ
と
や
推
進
委
員
会
の
こ
と

な
ど
を
聞
い
た
。
山
本
さ
ん
は
60
歳
、
奥

さ
ん
58
歳
、
81
歳
と
80
歳
の
両
親
、
次
男

28
歳
の
5
人
家
族
。
水
田
1
㌶
と
茶
畑

3
・
2
㌶
を
所
有
し
、
一
家
が
農
業
に
従

事
、
製
茶
で
暮
ら
し
を
た
て
て
い
る
専
業

農
家
で
あ
る
。
水
田
は
45
㌃
を
耕
作
、
そ

の
う
ち
の
30
㌃
、
3
枚
は
平
坦
地
の
水
田

で
主
と
し
て
飯
米
・
縁
故
米
と
し
て
粳
米

を
耕
耘
機
・
歩
行
型
2
条
田
植
機
で
栽
培
、

収
穫
は
委
託
し
て
い
る
。
残
り
15
㌃
、
19

枚
は
千
框
と
そ
の
周
辺
に
あ
る
棚
田
で
糯

米
を
管
理
機
や
歩
行
型
田
植
機
・
バ
イ
ン

ダ
ー
な
ど
を
用
い
て
両
親
が
耕
作
し
て
い

る
そ
う
だ
。 

　

茶
畑
は
、
台
地
上
に
1
㌶
、
斜
面
に

1
・
5
㌶
、谷
底
平
野
に
0
・
7
㌶
が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
6
か
所
に
分
散
、
な
か
で
は
水

は
け
の
よ
い
斜
面
の
茶
畑
が
質
・
量
と
も

に
よ
い
と
い
う
。
作
業
は
、
繁
忙
を
極
め

る
茶
摘
み
が
5
月
上
旬
の
一
番
茶
、
そ
れ

か
ら
45
日
後
の
6
月
中
旬
の
二
番
茶
、
9

月
下
旬
の
秋
冬
番
の
3
回
行
わ
れ
る
。
な

か
で
も
一
番
茶
が
収
量
・
価
格
の
面
か
ら

み
て
最
も
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

上：小さな田んぼ
が連なる／中：周
辺には茶畑の風景
が ／ 下： 昭 和 40
年代の風景（モリサ
ワ写真店提供）
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経
営
が
左
右
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
仰
る
。

　

製
茶
工
場
を
個
人
で
所
有
す
る
の
は
上

倉
沢
で
は
2
戸
の
み
、
ほ
か
の
人
は
共
同

の
製
茶
工
場
を
利
用
し
て
い
る
。
山
本
さ

ん
の
家
で
は
茶
摘
み
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
近
く
に
住
む
叔
父
さ
ん
が
手
伝
い
に
来

て
工
場
で
の
作
業
を
引
き
受
け
て
く
れ

る
。
山
本
さ
ん
は
、
乗
用
の
大
型
茶
摘

み
機
で
工
場
の
加
工
能
力
で
あ
る
1
日

2
0
0
0
㌔
の
生
葉
を
収
穫
す
る
。
こ
れ

を
朝
7
時
か
ら
夜
11
時
ま
で
稼
働
す
る
工

場
で
蒸
し
・
揉
み
・
乾
燥
の
工
程
を
1
日

で
終
え
、
お
茶
に
仕
上
げ
る
。（
注
3
）

　

一
方
、
農
業
の
関
心
が
茶
業
に
傾
斜
し

て
い
く
な
か
で
、
千
框
は
放
棄
さ
れ
年
々

荒
廃
が
進
ん
だ
。
お
茶
の
値
段
が
高
騰
し

た
1
9
7
0
年
代
後
半
の
頃
か
ら
放
棄
す

る
人
が
多
く
な
り
、
堀
さ
ん
の
よ
う
に
す

べ
て
の
棚
田
を
放
棄
し
て
茶
業
に
専
念

し
、
飯
米
は
購
入
す
る
と
い
う
農
家
が
出

現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
一
度
美
し
い
景
観
を

　

山
本
さ
ん
は
、
こ
の
現
状
を
座
視
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
あ
る
集
落
の
会
合
で

「
千
框
の
脇
に
あ
る
お
墓
は
反
対
を
向
い

て
立
っ
て
い
る
か
ら
い
い
け
れ
ど
、
田
圃

の
方
を
向
い
て
立
っ
て
い
た
ら
ご
先
祖
さ

ま
は
悲
し
む
だ
ろ
う
な
」と
つ
ぶ
や
い
た
。

こ
の
言
葉
に
心
を
ゆ
す
ぶ
ら
れ
た
茶
の
生

産
農
家
15
戸
が
結
集
、
山
本
さ
ん
を
会
長

に
し
て
棚
田
を
保
全
す
る
「
千
枚
田
を
考

え
る
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
会
員
の
奥
さ

ん
方
も
こ
れ
に
賛
同
、
ほ
か
に
数
名
の
仲

間
を
引
き
入
れ
18
名
で
女
性
部
を
立
ち
上

上倉沢の千框棚田へのアクセス

【自家用車】	�東 名 高 速・ 菊 川 I.Cか ら 約7.6Km 
(約10分)、国道1号線バイパス・島
田 市 菊 川 I.C（ 静 岡 方 面 ） か ら 約
3.7Km(約5分)

【公共交通】	�JR菊川駅→車15分

れ
ば
日
本
一
の
景
観
が
つ
く
り
だ
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

＊
注
１
　�

タ
ン
ク
は
茶
園
の
凍
霜
害
と
干
害
防
止
の
た
め
の
潅
漑

施
設
、
牧
ノ
原
畑
総
事
業
に
よ
る
も
の
。
事
業
は
3
つ

の
ス
テ
ー
ジ
に
わ
か
れ
、
第
1
ス
テ
ー
ジ
は
集
落
を
単

位
と
す
る
地
区
ま
で
、
第
2
ス
テ
ー
ジ
は
40
～
50
㌃
を

単
位
と
す
る
団
地
ま
で
、
第
3
ス
テ
ー
ジ
は
ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
を
設
置
し
た
圃
場
ま
で
配
水
さ
れ
る
。
山
本
さ

ん
の
茶
園
は
第
2
ス
テ
ー
ジ
ど
ま
り
で
、
第
3
ス
テ
ー

ジ
ま
で
事
業
を
完
成
さ
せ
な
い
と
凍
霜
害
防
止
に
は
利

用
で
き
な
い
そ
う
だ
。

＊
注
２
　�

集
落
に
残
さ
れ
て
い
る
1
9
6
9
年
4
月
20
日
の
新

聞
（
静
岡
新
聞
か
中
日
新
聞
）
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
千
框
の
写
真
は
石
川
県
輪
島
市
白
米
千
枚

田
を
凌
駕
す
る
よ
う
な
景
観
で
あ
る
。

＊
注
３
　�

1
日
で
収
穫
で
き
る
面
積
は
30
㌃
前
後
な
の
で
3
・
2

㌶
の
収
穫
を
終
え
る
の
に
10
～
12
日
を
要
す
る
。
こ
の

期
間
、
睡
眠
時
間
は
4
時
間
し
か
な
い
が
、
こ
こ
で
の

成
果
が
茶
業
農
家
の
1
年
の
暮
ら
し
を
制
す
る
と
あ
れ

ば
頑
張
る
し
か
な
い
と
仰
る
。

�

平
成
22
年
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
『
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
』
は

来
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
は
未
定
。
順
次
「
棚
田
い
こ
う
よ
・

n
e
t
」
に
て
案
内
予
定
。
上
倉
沢
棚
田
保
全
推
進
委
員
会
は
平

成
22
年
2
月
5
日
、
N
P
O
法
人
せ
ん
が
ま
ち
棚
田
倶
楽
部
と

し
て
認
可
さ
れ
た
。

げ
た
。

　

考
え
る
会
は
、
放
棄
さ
れ
た
棚
田
の
復

田
を
始
め
た
。
1
9
9
9
年
に
静
岡
県
棚

田
等
十
選
に
選
ば
れ
る
と
、
会
は
名
称

を
上
倉
沢
棚
田
保
全
推
進
委
員
会
に
改

め
、
一
段
と
活
動
に
力
が
入
り
、
復
田
面

積
の
積
み
上
げ
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、

2
0
0
7
年
に
は
3
年
間
の
期
限
を
設
け

て
棚
田
ク
ラ
ブ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。
そ
の
事
業
が
今
年
で
終

了
す
る
た
め
2
0
1
0
年
か
ら
は
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
の
導
入
を
考
え
て
い
る
と
い

う
。
さ
ら
に
、
組
織
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
す

る
こ
と
も
申
請
中
と
の
こ
と
で
、
保
全
活

動
の
盛
り
上
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の

勢
い
を
駆
っ
て
千
框
が
完
全
に
復
田
さ
れ

日々の活動記録や棚田にかかわる様々
な人々の様子、作業の予定などをホー
ムページとブログで楽しく伝えてくれて
います。とっても楽しいホームページな
ので、是非見てみて！

千框（千枚田）のホームページ

棚田いこうよ .net

http://www.tanada1504.net/
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会員のみなさんのベストショット募集！！
みなさんが撮影した棚田や作業風景の写真など、
ベストショットをコメント（70文字程度）を添えて編集部まで
送ってください。毎号、紹介させていただきます！

■送り先はこちら！
	 〒160-0023 東京都新宿区西新宿7-18-16トーシンハイム704号
	「棚田に吹く風　ベストショット」宛
	 メールでも受け付けています ⇨ hiroba@tanada.or.jp

大蕨収穫期
宮城県仙台市　村越  康彦
僕に棚田を意識させ、定期的に訪れていた棚田です。

杭掛けの秋の収穫期の風景が絶品でしたが、今年は耕

作がなされないため、今秋は見られません。

この素敵な風景を再び見たいと願っています。

（山形県山辺町　大蕨棚田）

日
本
農
業
の
基
礎
知
識
か
ら
世
界
の
農
と
食
ま

で
を
解
説
し
た
カ
ラ
ー
図
解
タ
イ
プ
の
実
用
本

で
す
。
棚
田
の
写
真
提
供
で
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
協
力
し
て
い
ま
す
！  

棚
田
の
情
報
も
満

載
。
ス
タ
ッ
フ
に
大
好
評
で
、
貸
出
中
に
て
実

物
が
事
務
局
に
あ
り
ま
せ
ん（
笑
）。

フ
リ
ー
カ
メ
ラ
マ
ン
の
キ
ッ
ト
タ
ケ
ナ
ガ
さ
ん

が
、
8
年
に
わ
た
る
棚
田
巡
り
で
撮
影
し
た
全
国

津
々
浦
々
、
総
数
50
カ
所
以
上
の
棚
田
の
写
真
集

で
す
。
四
季
折
々
の
美
し
い
棚
田
の
風
景
を
満
喫

で
き
ま
す
。
著
者
は
十
日
町
市
の
松
之
山
地
区
で

稲
作
を
し
、
人
の
営
み
が
あ
っ
て
こ
そ
の
美
し
さ

に
目
覚
め
た
そ
う
で
す
が
、
風
景
だ
け
で
な
く
、

棚
田
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
も
垣
間
見
る
こ
と
の

で
き
る
、
心
温
ま
る
写
真
集
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
を
代
表
す
る
現
代
美
術
作
家
の
ジ
ャ
ン

＝
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ル
ベ
ロ
ー
ラ
が
、「
大
地
の
芸

術
祭 

越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
に
参

加
し
た
際
に
魅
了
さ
れ
た
十
日
町
市
小
屋
丸
集
落

を
舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
品
で
す
。

棚
田
を
中
心
と
し
た
昔
な
が
ら
の
生
活
が
、
ヌ
ー

ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
グ
を
思
わ
せ
る
斬
新
な
カ
メ
ラ

ワ
ー
ク
と
淡
々
と
し
た
リ
ズ
ム
で
描
か
れ
ま
す
。

編集部イチオシ！BOOK & Movie

プ
ロ
が
教
え
る
農
業
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本

心
に
残
る
名
風
景  

日
本
の
棚
田

小
屋
丸
　
冬
と
春

八木 宏典 監修
¥1,575 （税込）
ナツメ社
2010年7月

キットタケナガ 著
¥1,995  （税込）
ピエ・ブックス 
2010年5月

2009年　フランス/日本
2010年10月2日〜29日 渋谷ユー
ロスペースにて公開予定
配給： 「大地の芸術祭の里」総
合案内所 　モノクロ/デジタル
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　7月24日、岩ノ作棚田での「夏季・生きもの観察会」が、無事終わりました。
当日の狙い目は、夏の植物とトンボ類。渋谷ふれあい植物センターから参
加された方々の指導により、これまで未同定であったクルマバナ、アキノ
タムラソウ、ヌマトラノオの確定ができました。トンボ類は昆虫少年・斉
藤舜貴君（中１）の活躍で、これまで未発見であったミルンヤンマ、コオニ
ヤンマ、モノサシトンボの生息が新たに確認されました。ホトケドジョウ
も元気でした。
　帰途、石畑棚田でハッチョウトンボの観察。長年、保護活動を続けてお
られる矢野正さんの熱い心には、いつもながら感動しました。
　今年は梅雨明け直後から、連日の酷暑続き。当日も栃木県地方は35 〜
36℃の予報。最も気をつけたのは熱中症でしたが、参加者は全員元気で心
配無用。その代わり、植物やトンボへの熱中症がなかなか冷めませんでした。
	 （安井  一臣）

　夏は暑いもの。と言いますが、日本一暑いまち多治見に代表される岐
阜の夏は尋常ではありません。しかし、坂折棚田に行くと、そよ風が吹
き少し涼しい気がします。今年は梅雨明け前の７月 15 日の集中豪雨に
より、岐阜県内において大きな被害がありました。坂折棚田もこの集中
豪雨で、私が見たかぎり３ヶ所で石垣が崩壊していました。３ヶ所とも
山際の棚田で、秋から修復を開始しなければ、棚田の耕作放棄が進むと
考えられます。
　さて、棚田ネットワーク関係者や、岐阜県立国際園芸アカデミー学生・
教員が５月に植えた稲苗もすくすく育ち、同時に畦の雑草もすくすく育っ
ています。９月 29 日（水）には稲刈りや坂折棚田の生物調査などを予定
しております。10 時集合、15 時解散予定。田植えにいらっしゃった神
奈川からのネット会員の方。十分な「接待」はできませんが、是非お越し
ください。	 （相田  明）

　今年の大阪棚田フェスティバルは10月16日です。開催地は三重県伊賀市
柘植の忍びの棚田。「三重県なのに大阪棚フェス？」という声も聞こえてき
ますが、そこは同じ関西ということで…。
　テーマは「棚田は舞台だ」。そしてメインイベントが「棚田ファッション
ショー」。棚田で活動するのにふさわしいファッションを提案します。その
内容についてはまだまだ秘密ですが、棚田むすびの会の有志が集まって現在
企画中です。当日は地元のテレビや新聞などにお声がけして、「棚田がなに
やら面白そうだ」という報道をしていただき、それで棚田に注目が集まるよ
うにしたいと考えています。11月の東京棚田フェスティバルにも、このファッ
ションショーの一部を持って行くつもりです。モデルさんも併せて募集して
いますので、よろしくお願いいたします。
　なお、この棚田ファッションショーに、「アサヒワンビールクラブ」さん
から寄付を頂戴しています。この場をお借りしてお礼を申し上げます。

（中崎  義志晴）

夏季・岩ノ作棚田の
生きもの観察会が終了

棚田ビオトープの夏

棚田ファッションショー
企画中！

子どもも大人も夢中になって探します

棚田ビオトープ「ふれあいの棚田」の夏

ファッションショー企画会議の様子

Project Report
プロジェクトレポート
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法人会員紹介 :  アストラゼネカ株式会社

〒 160-0023
東京都新宿区西新宿 7-18-16トーシンハイム 704 号
Tel / Fax 03-5386-4001
e-mail： info@tanada.or.jp　URL： www.tanada.or.jp

編
集
部
か
ら

島
棚
田
は
奥
が
深
い
！

　
今
号
の
特
集
は
、
夏
を
意
識

し
て
「
島
棚
田
」。
特
集
を
組
む

に
当
た
っ
て
「
島
の
定
義
は
？
」

「
離
島
に
限
る
の
？
」「
橋
が
架

か
っ
て
い
る
島
は
イ
メ
ー
ジ
が
違

う
の
で
は
？
」「
そ
も
そ
も
日
本

も
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
、
バ
リ
島
も
島

だ
よ
ね
！
」
な
ど
、
異
論
珍
論

百
出
。
ま
た
、調
べ
て
い
く
と
「
こ

の
島
は
ほ
と
ん
ど
耕
作
放
棄
さ

れ
て
る
」「
こ
こ
は
不
便
す
ぎ
て
、

紹
介
す
る
に
は
適
当
で
な
い
か

も
」
な
ど
の
情
報
。
一
方
で
、
新

し
く
保
存
会
が
で
き
て
い
た
り
、

テ
レ
ビ
で
話
題
の
「
プ
チ
有
名
棚

田
」
も
。

　
紙
面
の
都
合
で
棚
田
の
宝
庫
・

淡
路
島
な
ど
が
ご
紹
介
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
島
大
好
き
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
か
な
り
の
刺
激
に

な
っ
た
よ
う
で
、「
仕
事
が
一
段
落

し
た
ら
島
に
行
っ
て
く
る
」
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。
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［今月の表紙］佐渡ボランティアツアー：月布施地区、棚田ビオトープでの草刈り作業の様子。青空が美しく、とても夏らしい一日でした。


